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毎日の「歯みがき」の大切さを再確認 
 歯みがき粉の実験に参加者は興味津々 
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親子で学ぶ 「自由研究」イベント 

８月１１日（火・祝）にイオンタウン館山で 2 か月に  

1 回のイベント「健康チャレンジデー」が開催され、

夏休み期間中の小学生親子を対象に、自由研究の

テーマにもぴったりの、健康に関するワークショッ

プを開催した。 

本イベントには、薬剤師、理学療法士、栄養士、保

健師ら専門職が講師として参加した。スライムづく

り、身体能力を引き出すコツ、食事の栄養バランス

の確認、歯みがき粉の役割など、それぞれ専門家

から直接学べるワークショップや体験ブースを展

開。イベントには大人と子ども合わせて１３０名以上

が参加し、各ブースは多くの親子連れでにぎわっ

た。 

 また、ロコモ度テストブースでは、立ち上がりテス

トや握力測定を体験でき、親子で楽しみながら自

分の体の状態を確認していたようだ。 

実りの秋！千葉県では秋に旬を迎えるおいしい食べものがたくさんあります。 

食と健康をテーマにした「食育クイズ」に答えて、チーバくん食育シールを GET しよう！  

日時：１０月３１日（土）11：0０～15：００ 場所：イオンタウン館山 コミュニティホール 

 

ロコモ度テスト体験者に 

スタンプカード配布中 

歯みがき粉に含まれるフッ素は、歯を強くし、むし歯予防に

効果がある。 

ワークショップでは、歯に見立てた「卵のから」を用意し、フ

ッ素入りの歯みがき粉を塗ったものと、塗っていないもので、

酸性の液体（酢）に入れた時の変化を比較する実験をした。 

歯みがき粉を塗ったものの方が 泡が出にくい（＝溶けにく

い）ことがわかり、参加者は興味津々で観察していた。 

生涯にわたり健康な歯を維持し、自分の歯で噛んで食べら

れることは、人生を豊かするとともに、全身の栄養状態を維持

し、ロコモティブシンドロームやオーラルフレイルの予防にもつ

ながる。小児からのむし歯予防の大切さを家族ぐるみで考え

る機会となった。 

はみがき粉を塗った卵の殻↑ 
※実験にははみがき粉を 

拭き取ってから使用 


